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「バルバロイ」による、反古典的な「プレ=カロリング」の芸術とする解釈と（ PORCHER 1957; PÄCHT 
1963/1984）、異質なもの同士の統合というカロリング朝芸術の特徴に照らせば、文字と図像との融合とい
う点で、本作品は典型的なカロリング朝芸術だと見做す解釈である（ KUDER 1977）。他方、図像と詩編テ
クストとの照合に基づいた図像研究が行われたが（PORCHER 1957/1967; KUDER 1977/1993）、一部のイニ
    
 
シアルについては図像の主題についての議論が分かれたまま、近年では詩編の朗読に際する瞑想や不可













































    
 
らかにする、包括的な研究である。 
 論文は４つの章によって構成されている。第１章では《コルビー詩編》の写本学的な記述と同写本が制
作されたコルビー修道院を巡る制作環境の調査に充てられている。そこで申請者は、コルビー修道院がカ
ロリング朝期のフランク王国にあって、ローカルで周縁的な修道院なのではなく宮廷とも密接な関係を
もつ有数の知的中心地であり、コルビーの修道士は同写本の制作にあたって、そこに蓄積された、時代か
らしても地域からしても多岐にわたる作品を参照し得たことを明らかにしている。  
 続く第２章では研究史の整理と問題提議が行われている。《コルビー詩編》についてはこれまで図像学
と様式論の２つの方向から研究が進められ、とりわけカール大帝の宮廷を中心として推進されたカロリ
ング朝美術のルネサンス的な傾向との関わりを巡って、矛盾とも見えるような説が唱えられてきた。すな
わち時代の主流に反するアナクロニズム的な造形であるという説と、過去のさまざまな造形を統合しよ
うとするカロリング朝美術の典型的な作品であるという説である。近年の研究は、むしろ同写本の図像内
容や主題の解釈について関心が移行しているが、これに対して申請者は、同写本の「物語イニシアル」と
いう特異な挿絵形式に注目し、中世写本の特徴となっている文字装飾の伝統に即して体系的に造形分析
を行うことにより、中世写本装飾の枠組みの中で再び同写本の位置を問い直すことを提議している。この
問題提議は、研究史の中心的な議論に立ち返り、それに正面から取り組もうとする意欲的な試みであると
言うことができよう。 
 第３章では、この問題提議に即し、関連作品との具体的な比較考察が行われている。その結果申請者は、
同写本のイニシアル装飾がカロリング朝美術に先立つインスラー写本とメロヴィング朝時代の写本の装
飾形式を継承する一方で、有機的な身体表現や量感の獲得などに新たな時代の特徴が看取されることを
指摘している。この比較考察の手続きは体系的・包括的なものであり、本章のみで５００点を超える図版
を駆使した緻密な考察は、十分な説得力を備えていると認められる。 
 第４章では、さらに同写本の図像の成立過程に関する調査が試みられている。古代末期やビザンチンに
まで遡る、博物学写本や工芸作品を含む多様な図像源泉からどのように本詩編のイニシアル装飾が生ま
れたか、その生成過程に対して申請者は、図像の主題に関する伝統的な議論を踏まえつつ、緻密な考察を
展開している。先行するさまざまな図像が文字形態に即して改編されるプロセスに着目し、同写本が、イ
ニシアル装飾と言う新たな写本装飾の形態に即して、インスラー美術やメロヴィング朝写本などの非古
典的な傾向を持つ造形を継承するのみならず、新たに古代末期やビザンチン美術に由来する図像をも取
り込んでいることを明らかにしているのである。申請者はそこで同写本が、時代からしても地域からして
もさまざまな源泉に由来する図像を融合する、その総合的な性格によってまぎれもなくカロリング朝美
術の重要な側面を示すものであると結論づけている。 
 本論文にはさらに《コルビー詩編》の図版カタログと精緻な関連資料が別冊にまとめられている。これ
は申請者の《コルビー詩編》に対する多年にわたる継続的な調査の成果であり、膨大な資料を体系的に整
理し入念な考察を加えた研究である。同写本に対する基礎的な論考として、これ以降の研究に対して多大
の貢献を行うものと思われる本論文は、学位申請論文として十分な要件を満たすものと評価される。 
 
 
 
 
 
 
 
